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しし

・上回獅子が演舞

市制70周年記念式典が11月 1日、市民

会館で行われま した。式典前には、常国・

房 山獅子の舞いが披露され、祝賀ムード

を盛りあげ‘ました。上回築城の地固めに

舞ったことから、毎年祇園祭に舞い続け

てきたという両獅子。城跡公園の紅葉と

透き通った青空を背景に、伝統の豪華美

を観衆にたんのうさせてくれました。

市民と市長の日 12月1日樹午前 9時から正午まで、市役所 3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。



刊
周
年飛

躍

青年男女によ る市民憲章の

朗読(元沢寿ーさん、那須

野仁美さん)

" の
ス
7 

【21
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今
年
で
ち
ょ
う
ど
「
七
十
歳
」
の

上
田
市
。
市
は
十
一
月
一
日
、
市
制

七
十
周
年
記
念
式
典
を
市
民
会
館
で

開
き
ま
し
だ
。
姉
妹
都
市
の
鎌
倉
市
、

い
J

ず

し

兵
庫
県
出
石
町
、
上
越
市
の
代
表
な

ど
関
係
者
約
千
三
百
人
ガ
出
席
。
式

典
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
飛

躍
へ
の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
「
古
稀
」
の
上
田
市
を

出
席
者
全
員
で
祝
い
ま
し
だ
。

争

式
典
の
最
初
は
明
日
を
担
う
若
人

二
人
に
よ
る
市
民
憲
章
の
朗
読
。
式

辞
で
永
野
市
長
は
「
市
制
七
十
周
年

は
、
新
し
い
世
紀
に
向
け
て
大
き
く

羽
ば
た
く
た
め
の
ス
テ

ッ
プ
の
年
で

あ
り
、
同
時
に
限
り
な
い
発
展
の
た

め
の
出
発
点
で
も
あ
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
、

長
年
市
政
発
展
に
献
身

的
な
ご
活
躍
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
功
労
表
彰
(
三
十
人
)
を
、
各
分

野
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
功
績
表
彰
(
六
十
二
人
)
を
そ

れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
、
湯
本
泉
太
郎
さ

ん
(
八
十

一
歳
)、
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
五
月
一
日
の
市
制
記

念
日
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
一
二
人
を

紹
介
。
会
場
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
永
野
市
長
か
ら
記
念
品

を
手
渡
す
と
、
盛
ん

な
拍
手
が
沸
き
起
干
」

り
ま
し
た
。
氏
名
は

次
の
と
お
り
。

マ
清
水
浩
二
さ
ん

(中
之
条
)
の
長
女

あ
づ
さ
ち
ゃ
ん
マ

‘今年 5月1日の市制記念日に生まれた

赤ちゃん 3人に記念品が



山
岸
英
夫
さ
ん
(
常
磐
町
)
の
二
男

智
之
く
ん
マ
町
田
鎌
吉
さ
ん
(
松

尾
町
)
の
三
男
大
地
く
ん
。

鎌
倉
市
走
友
会
の
駅
伝
チ

l
ム
も

祝
賀
ム

l
ド
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
前
日

の
午
前
十
時
に
鎌
倉
を

ス
タ
ー
ト
し
、
二
十
四
人

の
走
者
が

鎌
倉
街
道
二
百
五
十
J
を
リ
レ

ー
。

一
行
は
式
典
前
に
上
回
に
到
着
し
、

式
典
で
は
鎌
倉
市
長
な
ど
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
。
姉
妹
都
市

の
き

ず
な
を
さ
ら
に
深
め
合
い
ま
し
た
。

n 

鎌
倉
市
の
駅
伝
の
代
表
か
ら
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
が
永
野
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た

功
労
・
功
績
者
白
人
を
表
彰
]

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
だ。

(敏
柿
略
・
五
十
音
順
)

マ
石
田
幸
司

マ
上
野

裕

マ

上

原

正

一

マ

尾

沢

千

春

マ

笠

原

正
太
郎

マ
柏
原
慶
徳

マ
北
村
正

次

マ

沓

掛

信

敏

マ

黒

坂

周

平

マ

小

池

重

徳

マ

腰

原

徳

一

マ

斉

藤
吉
栄

マ
桜
井
啓
喜

マ
滝
沢

石

マ

田

中

晃

美

マ

田

中

直

一

マ
鴇
沢

守

マ

成

沢

捨

也

マ
西

沢

貞

二

マ

橋

詰

藤

雄

マ

橋

本

千

春

マ

保

刈

定

美

マ

堀

内

三

子

マ
松
崎
勝
弥
マ
宮
崎
実
子

マ
室

賀
弥
三
郎

'
マ

母

袋

悦

男

マ

山
極

真

平

マ

湯

本

泉

太

郎

マ

横

林

保

次

-
自
治
功
績
(
三
人
)

マ
阿
部
い

へ
こ

マ
石
倉
キ
ク

エ

マ
宮
下
け
さ
子

-
教
育
文
化
功
績
(
三
人
)

マ
滝
沢
不
二
夫
マ
土
屋
芳
則

マ
松
久
光
子

-
社
会
功
績
(
十
人
)

マ
飯
島

義

子

マ

石

井

六

次

マ

小

合

沢

周

マ
塩
入
敏
明

マ
清
水

袈

裟

恒

マ

中

村

均

マ

畑

野

延

正

マ

林

一

利

マ

丸

山

金

三

F

マ
守

時
代

-
産
業
功
績
(
四
十
六
人
)

マ
青
木
昭
良

マ
荒
井
茂
一
郎

マ
井
沢
洋
三
郎
マ
石
井
地
塩
、

マ

石

井

信

雄

マ

石

塚

房

子

マ

伊

藤

金

一

郎

マ

上

原

重

一

マ

内

河

武

義

マ

遠

藤

一

栄

マ

大

石

実

マ
大
沢
茂
二
郎

マ
大
田

恒

騰

マ

尾

崎

虎

雄

マ

神

谷

経

夫

マ

河

田

達

雄

マ

北
沢
計
三

マ

北
沢

実

マ
北
村
健
治

マ
窪
田
源
男

マ
小

嶋

力

マ
古
平
清
弱

・
マ
駒
崎
鉄

五

郎

マ

笹

川
宮
応

マ
白
石
定
雄

マ
春
原
甲
子
男

マ
春
原
幹
男

マ

関
修
一
郎

マ
曽
根
義

久

マ

田
口

睦
雄

マ
竹
原
祐
元

マ
竜
野
雅
雄

マ
田
中
庄
三

マ

田
中
新
平

マ
塚

田
精
一

マ
土
屋
保
人

マ
中
村
和

夫

マ

成

沢

一

男

マ

古

川
正
人

マ

増

沢

久

男

マ

三

田

村

年

高

マ

峯

村

一

マ

宮

島

重

平

マ

矢
田

邦
喜

マ

山

崎

志

郎

マ

吉

田

忠
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あなたの
をも水道に

は

もうすぐ

水
道
管
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
℃
以
下
に
な
る
と
、
水

道
の
凍
結
が
お
こ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
凍

結
防
止
を
し
て
、
冬
の
寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
北
側
に
あ
る
も
の

②
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

③
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
も
の

④
屋
外
に
あ
る
も
の

電熱帯のコンセント
を忘れずに

電熱帯が暖かくな

るか事前に確認して

お きましょう 。

メーターボックス内も

保温を
ほ、ろ布、発ぽうスチロールな

ど入れたビニール袋 3-4個を

メータ ーを囲むょ っに入れて、

保温してください。

立上がり管に保温材を

立上がり 管や蛇口の部分

に保温材や凍結防止帯を巻

きつけて水道管を外気から

守ってくださし、。

【41広報うえだ1.竹. 16 
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まず、蛇口、立上がり、メーターの

順にタオルか布をかけ、その上からお

湯をかけて解かして ください。

農
地
等
の
転
用

許
可
が
必
要
で
す

農
地
法
で
は
優
良
農
地
を
守
る
た

め
に
、
農
地
等
を
転
用
す
る
と
き
は
、

県
知
事
ま
た
は
農
林
水
産
大
臣
の
許

可
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
転
用

許
可
申
請
の
手
続
き
に
は
複
雑
な
部

分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
農
業
委

員
会
に
相
談
し
て
適
切
な
指
示
に
従

っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
農
地
転
用
と
は

農
地
等
を
住
宅
や
工
場
な
ど
建
物

の
敷
地、

資
材
置
場
、
駐
車
場
は
も

と
よ
り
、
道
路
、
山
林
な
ど
農
地
以

外
の
用
途
に
転
用
す
る
こ
と
で
す

0

・
転
用
許
可
を
必
要
と
す
る
「
農
地

等
」
と
は
・
:

水
田
、
畑
、
樹
園
地
な
ど
の
農
地

の
ほ
か
に
採
草
放
牧
地
も
含
ま
れ
ま

す
。
農
地
で
あ
る
か
、
ど
う
か
は
現

況
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

土
地
登
記
簿
上
の
地
目
と
一
致
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

立上がり下の不凍栓かメーターボ ッ

クス内の止水栓で止めてくださし、。止

まらないときは、破裂か所に布かテー

プを巻き応急処置をして、水道局か指

定工事庖へ修理の依頼をして ください。

②
転
用
に
は

2
種
類

川
農
地
の
所
有
者
、
耕
作
者
が
み
ず

か
ら
そ
の
農
地
を
一
転
用
す
る
場
合

(
農
地
法
第

4
条
)

ω農
地
の
使
用
収
益
権
を
も
た
な
い

人
が
農
地
の
所
有
者
、
耕
作
者
か

ら
農
地
を
買
い
受
け
、
あ
る
い
は

使
用
収
益
権
の
設
定
を
し
て
転
用

す
る
場
合
(
農
地
法
第

5
条
)

③
許
可
は
誰
が

が同

|一②
事の
業二
の干重
た類
ゲコグ〉

に車云
転用
用の
寸ーし、

るず
百ヲオL

昌弘

お願い 宅地内の修理費は、個人負

担になります。メーター破損も個人負

担になりますので、ご注意ください。

水道のお問い合わせは・..

上田市水道局窓⑫4100(代)

事
な
ど
を
中
止
さ
せ
、
も
と
の
農
地

に
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
最
高
三
年

以
下
の
懲
役
、
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

マ
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
場
合
H
H
農

業
委
員
会
に
許
可
申
請
を
提
出
し

て
県
知
事
の
許
可
を
受
け
ま
す
。

マ
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合

l

県
知
事
に
許
可
申
請
を
提
出
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
ま

す
。

④
無
断
転
用
は
法
律
違
反

無
断
転
用
者
に
は

県
知
事
が
工

農
地
転
用

広按うえ万1.11. 16 

励
行
指
導
調
査
を
実
施

県
お
よ
び
上
田
市
農
業
委
員

会
で
は
、
農
地
の
無
断
転
用
や

許
可
後
の
工
事
進
ち
よ
く
状
況

調
査
を
十
一
月
に
笑
施
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会

事
務
局
(
内
線

1
4
9
2
)

【51



|健康メモ|As 
言九風邪のシーズン

朝
夕
の
冷
え
込
み
も
、
一
段
と
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
元
気

で
す
か
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く

な
り
、
風
邪
を
引
く
人
も
増
え
る
季

節
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

H

風
邪
々

が
テ
ー
マ
で
す
。

ウ
ィ
ル
ス
が
原
因

風
邪
は
い
く
ら
寒
く
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
引
き
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

は
、
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
す
。
一
口

に
風
邪
と
い
っ
て
も
、
鼻
風
邪
、
の

い
ん

せ
き

た
ん

ど
の
痛
い
咽
頭
炎
、
咳
と
疾
の
出
る

気
管
支
炎
、
高
熱
の
続
く
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ほ
か
の
風

邪
よ
り
も
感
染
力
が
強
く
、
高
熱
が

で
ま
す
。
そ
れ
か
ら
頭
痛
、
腰
痛
、

筋
肉
痛
、
時
に
は
下
痢
を
し
た
り
、

吐
い
た
り
し
ま
す
。

普
通
の
風
邪
は
、
鼻
、
咽
頭
、
喉

頭
、
気
管
支
に
急
性
の
炎
症
が
起
こ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
鼻
の
粘
膜
が
炎

症
を
起
こ
せ
ば
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水

な
ど
が
出
ま
す
。
咽
頭
が
お
か
さ
れ

る
と
、
の
ど
が
痛
ん
で
熱
が
出
る
こ

と
も
あ
り
、
喉
頭
粘
膜
が
は
れ
る
と

声
が
か
れ
ま
す
。

か
か
り
ゃ
す
い
条
件

風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
そ
こ
ら
じ

ス
パ
イ
ク
は
あ
な
た
か
ら
⑧

ゅ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
感

染
し
て
も
必
ず
し
も
発
病
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

風
邪
に
か
か
り
ゃ
す
い
条
件
の
第

一
は
、
睡
眠
不
足
や
過
労
な
ど
で
体

力
が
落
ち
、
抵
抗
力
が
な
く
な
っ
て

い
る
時
で
す
。
次
は
、
寒
さ
に
よ
っ

て
呼
吸
器
粘
膜
の
抵
抗
力
が
低
下
し

た
時
、
ま
た
暖
房
に
よ
る
室
内
乾
燥

で
、
の
ど
の
粘
膜
の
抵
抗
力
が
低
下

し
た
時
な
ど
で
す
。

手
軽
な
予
防
法
は
、
外
出
か
ら
帰

っ
た
時
に
必
ず
、
つ
が
い
を
す
る
こ
と
。

ウ
ィ
ル
ス
を
全
部
洗
い
流
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
増
や
さ
な
い
効
果

は
あ
り
ま
す
。

室
内
を
暖
房
す
る
と
空
気
が
乾
燥

し、

鼻
や
の
ど
の
粘
膜
を
荒
ら
す
の

で
、
湯
を
沸
か
す
な
ど
し
て
適
度
な

湿
度
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

温
度
の
急
激
な
低
下
は
風
邪
の
誘
因

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ふ
ろ
上
が

り
と
か
暖
房
の
き
い
た
部
屋
か
ら
急

に
寒
い
戸
外
へ
出
た
時
は
、
注
意
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

過
労
を
避
け
、
夜
更
か
し
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
睡
眠
時
間
を
十
分
と
り
、

規
則
正
し
い
生
活
に
適
度
な
運
動
、

適
切
な
栄
養
を
と
る
こ
と
が
、
風
邪

を
寄
せ
つ
け
な
い
方
法
で
す
。

ま
ず
安
静
が
第

風
邪
を
引
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま

ず
安
静
に
し
て
い
る
の
が
一
番
。
こ

れ
は
、
早
い
時
期
に
す
る
ほ
ど
効
果

が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
か
ら
と
い
っ

て
無
理
を
重
ね
る
と
、
長
引
い
た
り

こ
じ
ら
せ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
保

温
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
の

で
、
体
を
暖
か
く
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

体
力
の
衰
え
と
と
も
に
胃
腸
の
働

き
も
鈍
っ
て
、
食
欲
も
な
く
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
煮
込
み
う
ど
ん
、

鍋
も
の
な
ど
消
化
の
よ
い
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
暖
か
い
も
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
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一
日
三
回
規
則
正
し
く
食
事
す
る

こ
と
が
、
風
邪
を
予
防
し
ま
す
。
特

に
、
肉
、
魚
、
卵
、
牛
乳
、
チ
ー
ズ、

豆
腐
な
ど
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
十

分
と
る
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
寒
さ
に
強
く
な
る
た
め
に

は
、
脂
肪
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
に
ん

じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
緑
黄
野

菜
を
中
心
に
淡
色
野
菜
、
い
も
類
、

果
物
な
ど
過
不
足
の
な
い
よ
う
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
道

路
損
傷
や
粉
じ
ん
の
発
生
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て
¥
社
会

的
な
要
請
に
応
え
て
誕
生
し
芝
タ
イ
ヤ
で
す
。
文
字
通
り
ス

タ
り
ド
(
ス
パ
イ
ク
)
の
な
い
タ
イ
ヤ
の
こ
と
で
、
ス
パ
イ

ク
を
使
わ
な
い
で
凍
結
路
に
お
け
る
走
行
性
能
を
司
能
な
限

り
高
め
芝
、
新
し
い

H

冬
用
タ
イ
ヤ
H

で
す
。

冬
道
の
主
役
は

ス
タ
ッ
ド
レ
ス



低
温
で
も
柔
ら
か
い

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
ス
パ
イ
ク

を
氷
に
食
い
込
ま
せ
て
大
き
な
抵
抗

を
得
て
い
ま
す
が
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
は
こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
発

想
で
、
凍
結
路
で
の
性
能
を
向
上
さ

せ
て
い
ま
す
。

氷
上
で
大
き
な
摩
擦
力
を
得
る
に

は
、
氷
と

ゴ
ム
の
接
触
性
を
良
く
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、

ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
低
温
で
も

柔
ら
か
き
を
失
わ
ず
、
常
温
で
も
従

来
と
同
じ
硬
さ
を
保
つ
特
殊
配
合
ゴ

ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
(
図

1
)。

ま
た
、

雪
の
上
で
は
雪
を
つ
か
む

大
き
な
溝
、
氷
の
上
で
は
摩
擦
力
を

高
め
る
広
い
接
地
面
積
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
矛
盾
す
る
原
理
を
両
方
満

た
す
た
め
、

ト
レ
ッ
ド
パ
タ
ー
ン
(
タ

イ
ヤ
の
接
地
面
の
模
様
)
を
工
夫
し

て
あ
り
ま
す
。
大
き
な
溝
で
し
っ
か

り
雪
を
つ
か
み
、
細
か
い
サ
イ
ピ
ン

グ
(
切
り
込
み
)
で
氷
を
ひ
っ
か
き
、

t

か
つ
氷
の
表
面
の
水
分
を
除
去
し
て

摩
擦
力
を
高
め
て
い
ま
す
(
図

2
)。

雪
・
氷
道
で
の
性
能
は

ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ほ
と

ん
ど
の
雪
道
に
対
し
て
十
分
な
制
動

性
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
よ
う
な
凍
結
路

で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
よ
り
や
や

制
動
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
登
坂
性
能
は
勾
配
八
%
の

滑
り
易
い
圧
雪
路
で
も
坂
道
発
進
が

可
能
で
す
。

こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の

一
般
国
道
の
勾
配
を
ク
リ
ア
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

(
図
3
・
表

総
合
的
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

ス
パ
イ

J

ク
タ
イ
ヤ
問
題
の
中
で
、

「
安
全
か
健
康
か
」
と
い
う
偏
っ
た

論
議
が
さ
れ
ま
す
が
、
ス
タ

ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
で
も
運
転
の
仕
方
に
よ
り

安
全
は
十
分
確
保
で
き
ま
す
。
タ
イ

ヤ
、
車
、
運
転
、
道
路
、
健
康
'を
総

合
的
に
考
え
る
と
、
や
は
り
ス
タ

ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
優
れ
た
タ
イ
ヤ
と

言
え
ま
す
(
表
2
)c

ク
リ
ー
ン
上
田
巳

市
で
は
、
市
民
団
体
や
業
界

の
か

た
が
た
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

十

一

月
二
十
二
日
附
に
脱
ス

パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
推
進
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
実
行

で
、
ク
リ
ー

ン
上
田
に
な
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

*
 

チ
ェ
ー
ン
講
習
会
と

ピ
ン
抜
き
広
場
を
開
設

粉じんでかすむ国道18号 (国分で)

十
一
月
二
十
五
日
出
と
二
十
六
日

同
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
消

岱
生
活
展
で
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の

装
着
講
習
会
と
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

ピ
ン
抜
き
広
場
を
開
設
し
ま
す
。

シ

ー
ズ
ン
前
に
チ
ェ
ー
ン

の
装
着
方
法

を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
か
た
、
ス

パ
イ

ク
タ
イ
ヤ

の
ピ
ン

を
抜
い
て
俺
用
し

た
い
か
た
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

笹〉

従来の スタyドレス

.コ'ム タイヤのゴムv........ 
凍結路 面

登坂性能(坂道での途中発進)

スノ ー800不可

⑨
 

制動性能(速度40km/h ) 

路面 タイヤ 制 動 距 離

スタッドレス 57m 

凍結路

スパイク 48m 
L 登坂勾配

滑りやすい圧雪路 8%(4.6')、11%(6.3・

(社)日本 自動車タイ ヤ協会平成元年2月のま設定美

坂 道 勾配(%)

国道143号線 JRガード下 6.1 

国道 143号線 JRガード下から駅の方 8.0 

駅前の歩道橋下 2.8 

上田駅から鷹匠町信号手前 4.5 

国道144号線千曲荘前 6.0 

染屋浄水場横 17.0 

明治乳業前 5.0 

祢津線常国池の上 5.5 

/三?で¥スタッドレスタイヤ
(図 2)γ三ア ， 二一⑧主な坂道の勾配

スパイクとスタッドレスの比較

項 目

タイヤの手重類

ク

スタッ ドレ ス

イJ¥ 

@ 

ス
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区 分 全職種

職員全体に占め
る手当支給職員 37.7% 
の割合

特 支給対象職員 |

人当たり平均支 47，268円

殊 給年額

習]
手当の穫類

28 
(手当数)

務 衛生作業従
事手当、公

手
イて 支給額の多 園動物飼育

従事手当、

当
表 い手当 行路死病人
的 取扱作業手

6度年3 
な 当
手

当 給食作業従

の
多くの職員

事手当、市

名 税事務従事

称 に支給され 手当、塵芥

ている手当
処理作業従
事手当

7.職員手当の状況

区分 上 田 市 長 里子 県 国

期末手当 (元年度宜給割合)
(元年度支給割合) (元年度支給割合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当勤勉手当

月介 月介 月介 月介 月介 月介

6 月期 1.4 0.5 6 月期 1.4 0.5 6 月期 1.4 0.5 

勤勉手当

12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 

3 月期 0.5 3 月期 0.5 3 月期 0.5 一
計 3.8 1.1 言十 3.8 1.1 計 3.8 1.1 

(支給率)自己都合 勧奨・定年 (支給率)自己都合 勧奨・定年 (支給率)自己都合勧奨定年

月分 月分 月介 月介 .'月 分 月分

遺
勤続20年 21.0 28.875 勤続20年 21.0 28.875 勤続20年 21.0 28.875 

勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 

職
勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 

最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 

手 加算措置 特例給料月額制度 加算措置 特例給料月額制度 加算措置 特例俸給月額制度

当特別昇和〈 原異Ij1号俸 特別昇給 原則|号俸 特別昇給 原則 |号俸

千円

平均支給額 1，753 20，326 

: (注)退職手当|人当たり平均支給額は前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

昇給期間短縮の状況

介 合計
一般 技能

区 行政職 労務職

職員数(A)
人 人 人

802 623 179 

63 
普通昇給期間

( 12-24月)を

年 短縮して昇給
人 人 人

21 15 6 
した職員数

( B) 
度

比 率 % % % 
(B )/( A) 2.6 2.4 3.4 

8 93，760千円

103千円

99，869千円

109千円

(元年4月1日現在)

支給総額

職員|人当たり支給年額

支給総額

職員 |人当たり支給年額

時間外勤務手当

区介 内 合円坐河 国の制度と・の異同

扶養
配偶者 16，000円

手当
配偶者以外の扶養親族 2人までそれぞれ 4，500円 同

その他の扶養親族!人につき 1，000円

借家・ 11，000円以上20，500円以下のもの

家賃から 11，000円を控除した額

住居 . 20，500円を超えるもの

手当
家賃から20，500円を控除した額の 2介の 同

|の額を加えた額

(限度額 21，000円)

持家・ 1，000円

父通機関・ 21，000円までは全額 交通機関
利用者.21，000円を超えるもの 利用者

国と同じ

通勤
21，000円に21，000円を超えた額の 2分

交通用具・ 2km-5kmの者
の|の額を加えた額

手当 (限度額 26，000円)
里 利用者 2，000円

交通用具・ 2kmを超えた距離 1km毎に280円を
. 5km -10kmの者

利 用 者 3，500円に加えた額
3，800円

(限度額 6，580円)
-その他 5，000円

【81広報うえだ1.11. 16 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

マ
思
川
会
様
一
万
三
千
三
十
五
円

川
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

川
会
実
行
委
員
会
様
七
十

万

円

社

一
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

・
マ
宮
原
要
治
様

(金
剛
寺
)

人
形

~

六
ケ

l
ス

梅

が

丘

保

育
園
へ

川
マ
清
水
書
庖
様

事
典
、
辞
典
・

事

~
典
目
録
各
一
巻
点
字
図
書
館

へ

マ
村
山
よ
し
様

(倉
升
)

八
十
三

川
万
三
千
五

百

五

十

円

報

思
寮
施
設

川
整
備
費
と
し
て

川
マ
石
坂
土
地
建
物
側
様
十
万
円

山
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

一
マ
上
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
記
念
事

川
業
委
員
会
様

百
万

円

上

田

城

跡

川
公
園
内
や
す
ら
ぎ
広
場
の
整
備
代
と

し
て

い
マ
日
置
電
機
側
様
テ

ィ
ン
パ
ニ
l
l

~
三
個

第

四

中

学
校
へ

ハ
マ
幅
五
味
楽
器
庖
様
ピ
ア
ノ

一
台

川
川
辺
小
学
校
へ

~
マ
舟
関
根
商
庖
様
太
鼓

一

張

第

川
五
中
学
校
へ

〉
マ
上
田
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

九
据
置
式
ベ
ン
チ
三
脚
、
水
飲
み
一
基

山
上
田
市
新
田
児
童
公
園
へ



上田市職員の給与等の状況を次のとおり

お知らせします。

2.職員給与費の状況(一般会計子算)

人件費率 162年度の

(B / A) I人件費率

% 
24.3 

人件費

B 

% 
22.3 

実質収支

(注) 1.職員手当には退職手当を含みません。

2.給与費は当初予算に計上された額です。

3.職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(元年4月1日現在)

自主 干す 政 職 技 書E 労 務 職
区分

平均年齢平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

上田市
円 円 歳 円 円 歳

256，102 286，791 39.07 219，663 242，537 38.10 

長野県
円 円 歳 円 円 歳

256，324 294，436 38.02 」一2一5一6，231 290，772 44.00 

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
(元年4月1日現在)

経験年数 経験年数 経験年数上 田 市 長野県 国 区 分
7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満区 介

決定初任給 決定初任給
277，154円

決定初任給
一般

大学卒 196，266円 227，639円
円 121，100円円

行政職
185，944円 235，366円一 般

大学卒
126，800 126，800 -141，000 高校卒 158，833円

行政職 円 円 円 技能
高校卒 150，833円 172，789円 213，926円高校卒

105，500 105，500 102，200 労務職

4.職員の初任給の状況
(元年4月1日現在)

一般行政職の級別職員数の状況(元年4月1日現在)

国 の 級 |級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10級 11 級 計

奇設 l級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10級

比較的品度 高度の知識 特に高度の 1.課長補佐 1.課長

主事
の知識経験 経験を必要 知識経験を

係 長
2複雑困難 2.複雑困難 複雑困難な 複雑困難な

上 を必要とす とする業務 必要とする な業務を な業務を 業務を行う 業務を行う
標準的な職務内容 る業務を行 を行う主事 業務を行う イ11 付つ 課長

部長
部長

技師
う主事・技 -技師 主事 ・技師

玉 査
係長・主 課長補佐

師 査
田

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
職 員 数 8 29 157 121 135 97 49 15 8 4 623 

構 成 比
% % % % % % % % % % % % 

市 1.3 4.7 25.2 19.4 21.7 15.5 7.9 2.4 1.3 0.6 100 

書t年前の構成比 1.9% 
% % % % % % % % % % % 

4.0 己と8 17.4 19.5 15.5 8.7 2.2 1.0 1.0 100 

6. 

(注)1.上田市の給与条例に基づく給料表の級別の職員数です。2.標準的な職務内容とは、そ れぞれの級に該当する代表的な職名 です。

こ
の
ほ
ど
、
眼
科
医
の
石
井
光
一

~
さ
ん

(
大
手
町
)
か
ら
「
点
訳
奉
仕

川
活
動
等
石
井
基
金
」
に
と
百
三
十
万

い
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

h

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
以

〉
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
多
額
の
ご
寄

へ
付
を
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
創
設
さ

川
れ
た
「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」

い
は
総
額
四
千
二
百
五
十
万
円
と
な
る

〈
予
定
で
す
。
市
は
こ
の
基
金
の
利
子

川
を
盲
人
福
祉
向
上
の
た
め
、
盲
導
犬

川
の
貸
与
事
業
、
点
字
図
書
館
事
業
の

川
充
実
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

【9】

上
回
日
本
無
線
側
様
か
ら

ニ
千
万
円
余
の
ご
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
上
回
日
本
無
線
側
様

な
ら
び
に
同
社
社
員
一
同
様
か
ら
、

人
材
育
成
(
育
英
資
金
)
と
福
祉
事

業
(
老
人
対
策
)

に
と
、
二
千
五
十

五
万
五
千
五
百
円
の

ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。同

社
は
、
会
社
設
立
四
十
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
に
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
で
は
有
効
に

使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

盲
人
福
祉
の
向
上
に

今
年
も
石
井
さ
ん
ご
寄
付

広報うえだ1.11. 16 



東京フィルハーモニー交響楽団演奏会が11月 5

日、市民会館で聞かれました。東京フィルは日本

を代表するオーケス トラ 。ピアノ協奏曲(ピアノ・

津田真理さん)などの演奏に、約1，400人の聴衆か

ら大きな拍手が送られました。

“芸術の秋"
心ゆくまて鑑賞

東京フィル演奏会

ヘ
主
I
J
J
ー

に
い
¥
花
地
よ
ぐ
/
次
邸
山

恒例の太郎山登山が11月 3日に行われ

ました。家族連れなど約250人が参加。

あたたかな秋の日ざ しと紅葉一一一心地よ

い汗が参加者のほおを伝わっていました。

先月 28日、文化会館で行われた国際文化フ

ォーラム(同実行委員会主催)0 r地方の生活

と国際化」をテーマに、作家のC.W.ニコルさ

んとエッセイストの玉村豊雄さんが対談しま

した。ニコルさんは「西洋化することが国際

化だと思っている日本人が多いが、日本の文

化や自然を忠実に残していくことや日本人と

しての自信をもつことが国際化につながる」

と強調しました。

含蓄ある対談に感心

忘
れ
な
い
で

【10】

消
火
器
の
点
検

広報うえだ1.11. 16 

山
火
災
の
初
期
消
火
に
役
立
つ
消
火

川

器

。
家
庭
で
は
、
操
作
の
簡
単
な
加

川
圧
式
消
火
器
が
広
く
使
わ
れ
て
い
ま

川

す

。

こ
れ
は
、
ガ
ス
の
圧
力
に
よ
っ

川

て
消
火
剤
の
粉
末
を
放
射
す
る
仕
組

川

み

。
容
器
全
体
に
圧
力
が
か
か
る
た

川
め
、
容
器
が
腐
食
し
て
い
た
り
、
長
、

川

ヤ

ツ
プ
が
ゆ
る
ん

で
い
る
と
レ
バ

l

川

を
引
い
た
途
端
に
爆
発
す
る
こ
と
が

川

あ
り
ま
す
。

川

消

火

器

は

、

家
族
み
ん
な
の
目
に

川

つ
き
や
す
い
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

川
ま
た
、
直
接
日
光
を
受
け
た
り
、
湿

川

気
の
多
い
場
所
は
避
け
て
置
く
こ
と

川
が
大
切
で
す
。

川
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
消
火

川
器
は
十
分
点
検
し
て
お
く
こ
と
が
必

川

要
で
す
。
年
一
回
は
点
検
を
し
ま
し

川
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
容
器
の
き
び
ゃ

川

損

傷
、
キ
ャ
ッ
プ
の
ゆ
る
み
や
変
形
、

川

ホ

ー
ス
の
ひ
び
割
れ
な
ど
に
留
意
し

川

ま

し

ょ

う
。
点
検
に
よ
っ
て
異
常
が

川
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
新
し
い
消
火



図
書
館

い
っ
そ
う
便
利
に

昭和10年代の

製糸工場内部

4担う

企
販
売
用
生
糸
の
揚
げ
返
し
作
業

‘ ら 糸
ψ で繰
はり
のは
仕手
事先
でカず
し器
た用

な
女
，性

な

大正時代から演じられてきた素人芝居

がもとになっているという 上田真 田歌舞

伎公演が11月 5日、 文化会 館 大ホ ー ルで

行われました。 どの役者も練習の成果を

し、かん発揮。ユーモアあふれる名演技が

観客の笑いを誘 っていました。

提供者

滝沢一義さん

(77歳・上常田〉

昭
和
大
恐
慌
は
、
製
糸
業
に
大
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
厳

し
い
情
勢
の
も
と
、
柳
町
で
絹
糸
業

を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
わ
た
し

は
昭
和
五
年
ご
ろ
踏
入
に
製
糸
会
社

を
設
立
。
ま
ゅ
の
買
い
つ
け
か
ら
糸

繰
り
、
揚
げ
返
し
、
機
織
り
と
い
っ

た
一
連
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

座
繰
り
機
て

糸
を
と
る

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

器
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
火
器
本
体
の
交
換
は
購

入
後
八
年
、
容
器
内
の
粉
末
の
交
換

は
五
年
が
目
安
で
す
。

図
書
館
が
昨
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
所
蔵

図
書
の
シ
ス
テ
ム
化
。
そ
の
嫁
動
式
が
先
月

二
十
八
日
、
図
書
館
で
関
係
者
約
五
十
人
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
多
様
化
し
て
き
て
い

る
情
報
に
対
応
す
る
の
が

ね
ら
い
。

こ
れ
に
よ
り
、

貸
し
出
し
、

返
却
手
続
き

が
よ
り
速
く
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
の
図
書

の
検
索
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
貸
出
券
も
カ
ー
ド

式
に
変
わ
り
、
一
人
一
回

五
冊
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

枯
れ
葉
の
季
節

J
洛
ち
葉
d

の
清
掃
を

上
の
写
真
は
、
本
ま
ゆ
か
ら
と
っ

た
糸
を
大
枠
に
巻
き
返
し
、
所
定
の

カ
せ

重
さ
と
長
さ
の
認
に
す
る
作
業
(
揚

げ
返
し
)。

こ
の
糸
は
、
新
潟
県
の

十
日
町
、
見
附
な
ど
へ
ち
り
め
ん
の

材
料
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
高
級
品
と
し
て
輸
出
用
に
も
。

下
の
写
真
は
、
玉
ま
ゆ
か
ら
座
繰

り
機
で
糸
を
と
る
作
業

(
糸
繰
り

)

で
、
湯
槽
に
煮
た
ま
ゆ
を
入
れ
、
糸

口
を
見
つ
け
て
糸
に
し
て
い
く
わ
け

で
す
。

こ
こ
か
ら
と
れ
る
糸
は
、

主

に
着
物
の
裏
着
と
し
て
、
工
場
で
機

織
り
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
両
方
と

も
昭
和
十
年
代
で
、
わ
た
し
も
写
っ

て
い
ま
す
。
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

上
田
市
消
費
生
活
展
を

開
催
し
ま
す

市
と
県

の
共
催
で
、
「
ほ
ん
と
う

の
豊
か
さ
を
求
め
て
」
が
テ

l
マ
。

消
費
者
団
体
、
生
活
協
同
組
合
、
企

業
団
体
が
出
展
し
ま
す
。
生
活
向
上

に
役
立
つ
情
報
が
い

っ
ぱ
い

で
す
。

マ

と

き

十

一
月
二
十
五
日

ω、

二
十
六
日

日

午

前

十

時

か
ら
午
後

消費生活展会場案内図

四
時
マ
と
ニ
ろ
中
央
公
民
館
、

働
く
婦
人

の
家

マ

そ

の

他

無

添

加
食
品
と
せ

っ
け
ん
を
両
日
各
百
名

に
差
し
上
げ
ま
す

(二
十
五
日
出
午

後
一
時

i
、
二
十
六
日
日
午
前
十
時

j
)
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境

課
(
内
線

1
3
9
0
)

低曹
利三主

砲妻
ザ制 LL
ι-~守

利量え
用舎
をの

今
年
二
度
自

の
公
定
歩
合
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
こ

の
と
こ

ろ
市
中
金

利
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
年
末

の
資
金
需
要
期
を
迎
え
、

低
利
な
事
業
資
金
の
あ
っ

せ
ん
を
行

っ
て

い
ま
す
。

年
末
は
、
特
別
に
弾
力
的
な
運
用

を
し
ま
す

の
で
、
融
資
を
ご
希
望
さ

れ
る
か
た
は
商
工
課
商
工
相
談
所

(内

線
1
4
0
2
)、
塩
田
・
川
西
地
区

の

か
た
は
各
商
工
会
へ

、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

-
資
金
内
容
運
転
資
金
は
七
百
万

円
ま
で
、
設
備
資
金
は
千
二
百
万
円

ま
で
、
い
ず
れ
も
年
利
五
・
三
%
。

小
規
模
企
業
事
業
資
金
は
四
百
五
十

万
円
ま
で
年
利
回
・
九
%。

※
こ

の
他
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
資
金

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

聖こ羽
一一一 唱て宅ミ

毎週水曜日

電車・パスに

もっと乗ろうノ

内ス・電車

忽れ窃いテー

マ

と

き

十

二
月
九
日

ω午
後

一

時
三
十
分
1
三
時

マ

と

こ

ろ

市

文
化
セ

ン
タ
ー

マ

講

師

落
合
博

満
さ
ん

(プ

ロ
野
球
中
日
ド
ラ
ゴ

ン

ズ
内
野
手
)
マ

入

場

料

無

料

マ

申

込

方

法

は

が

き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

の

う
え
十
一
月
二
十
八
日

ωま
で
に、

「一
T
m
上
田
市
中
央
一

ーl
七

|
二

九

中

部

電
力
上
国
営
業
所

地

域

サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ

(
包
⑫
1
2
4

0
)」
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
五
百
名
に
入
場
整
理
券
を
お
送
り

し
ま
す
。

市
制
刊
周
年
記
念

文
化
講
演
会
を
開
催

市
消
防
団
音
楽
隊

定
期
演
奏
会
を
開
催

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊
は
、
昭
和

四
十
八
年
の
結
成
以
来
、
音
楽
演
奏

を
通
じ
て
火
災
予
防
を
訴
え
て
き
ま

し
た
か
、

今
回

「
第
一

固
定
期
演
奏

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

十

一
月
二
十
五
日
出
午

後
六
時
三
十
分
1

マ

と

こ

ろ

上

回

創

造

館

マ

演

奏

曲

目

デ

ィ

ズ

ニ
ー
メ
ド
レ
ー
、

童
話
メ
ド
レ
ー
な

ど

マ

そ

の

他

入
場
無
料
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ロ
月
の
相
談
日

-
農
地
問
題
相
談

マ
と

き

ロ

月

1
日
制
午
前

8
時
初
分
1
午
後

5
時

マ
と
こ
ろ

農
業
委
員
会

-
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
)

マ
と

き

ロ

月

8
日
倒

-n日
闘

い

ず
れ
も
午
後

1
時
加
分

1

3
時
加
分

マ
予

約

先

生

活

環
境
課

(内
線

1

3
8
8
)
 

-
土
地
・
建
物
の
法
律
相
談

マ
と

き

ロ

月

U
日
肘
午
後

1
時

1

4
時

マ
と
こ
ろ

西

庁

舎
2
階

-
行
政
相
談

マ
と

き

ロ

月

日

日

開
午
前
日
時
i
午
後

3
時

マ
と
こ

一
ろ

上

田

西

武

(3
階
)

マ

内
容

止
行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望



商
工
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど

「
な
ん
で
も
相
談
日
」
に

お
出
か
け
を

上
回
商
工
会
議
所
で
は
、
第
五
回

「
な
ん
で
も
相
談
日
」
を
開
催
し
ま

す
。
経
営
上
の
悩
み
な
ど
を
弁
護
士
、

税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の

専
門
家
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
今

年
は
「
O

A
化
推
進
」
の
コ

ー
ナ
ー

を
新
設
し
ま
し
た
。
法
律
や
年
金
な

ど
、
一
般

の
皆
さ
ん
が
ご
利
用
で
き

る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

マ
と
き
十
二
月
一
日
幽
午
前
十

時
1
午

後

四

時

マ

と

こ

ろ

上

田

商
工
会
議
所
(
五
階
ホ
ー
ル
)
マ
相

市政テレビ「ふれあい上田」

11月23日(木)放映

"'i 

談
内
容

経
営
診
断
、
金
融
、
法
律
、

税
務
、
労
務
、
年
金
、
不
動
産
、
登

記
、
特
許
、
下
請
取
引
、
住
宅
建
物
、

生
命
共
済
、
倒
産
防
止
特
別
相
談
、

O

A
化
推
進
、
求
人
・
求
職
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

上
田
商
工
会
議
所

E
⑫
4
5
0
0
 

人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

十
二
月
四
日
川
か
ら
十
目
印
刷
ま
で

は
、
第
四
十
一
回
「
人
権
週
間
」
で

す
。
上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
で
は
、

人
権
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
次

木を彫る
農民美術発祥70周年

."月23日休)午後5時25介ー 5時55介

信越放送(S B C)で放映します。

に
よ
り
市
内
各
地
で
人
権
相
談
所
を

聞
き
ま
す
。

家
庭
問
題
、
近
隣
関
係
、

借
地
借

家
、
同
和
問
題
、
公
害
問
題
、
ま
た

児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
、
体
罰
」

の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
か
た
は
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局

上
田
支
局
窓
⑧
2
0
0
1

人 権相談所日程表

と き と ろ) 

川西公民館
12月6日(水)

神川地区公民館

12月7日(木) 上田西武デパー 卜

12月11日 (月)
転作促進研修センター

(塩田公民館隣 り)

上
回
創
造
館
で

ク
リ
ス
マ
ス

星
空
コ
ン
サ
ー
ト

マ

と

き

十

二
月
十
六
日
出
午
後

七
時

1
八
時
三
十
分
、
十
七
日
間
午

後
三
時
1
四
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ

上
回
創
造
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

マ

内
容

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
星
や
ス

ラ
イ
ド
を
投
影
し
な
が
ら
音
楽
鑑
賞

画
ゆ
ず
り
ま
す

マ
電
気

こ

た

つ

無

料

マ
ふ
ろ
一
式

(都
市
ガ
ス

)

千
円

マ
流
し
台

・
ガ

ス
ム
口
二
体
)

五

千
円

マ
食
器
戸
棚

二
千
円

マ
座
卓

五
千
円

日
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

無
料

一

マ
七
五
三
着
物

(
七
歳
)
話
し
合
い

一
マ

ス
ケ
ー
ト
靴

(
辺
勺
)
千
五
百
円

一
マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
別
代
ン
)
二
千
円

一
マ
ス
キ
|
靴

(別

代
ン
)
三
千
円

一
マ
回
転
式
座
い
す
七
千
円

一
マ
布
団
乾
燥
器
五
千
円

一
マ

温
風
ヒ
ー
タ
ー

一
万
円

一
一v
-ハ
イ
ク

(
印

∞
)

無
料
、
三
千

一

円、

三
万
円

長
野
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、

一
圃
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

離
転
職
者
の
か
た
に
再
就
職
を
し
ゃ

一
マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド

マ
ぶ
ら
ん
こ

す
く
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
、
次
一

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
テ
レ

ビ

に
よ
り
行
い
ま
す
。

一

マ

子

ど
も
用
食
堂
い
す

マ
帰
除
機

マ
応
募
資
格
現
在
離
職
中
で
就

一
マ
電
気
ミ
シ
ン
マ
電
気
ス
ト
ー
ブ

職
意
欲
の
旺
盛
な
か
た

マ
訓
練
科

一
一〉
加
湿
器

マ
子
ど
も
用
自
転
卓

目

経
理
情
報
科
(定
員
二
十
五
人
)
一
マ

自

転

卓

マ

L
P
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン

マ

場

所

同

セ

ン
タ
ー

(
長
野
市
)
一

マ
L
P
か
ス
ふ
ろ
一
式

マ
卓
球
台

マ
期
間

平
成
二
年
一
月
1
六
月

一
マ

二
段
ベ

ッ
ド

マ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

マ

申

し

込

み

十

二
月
十
一

日
川
ま

一
マ
黒
板

マ
礼
服

(
男
女
)

で
に
上
回
公
共
職
業
安
定
所

(
包
⑫

一
・
問
い
合
わ

せ

生

活

環

境

課

(
内

6
3
6
3
)
へ

線

1
3
9
0
)

J 

(ク
リ
ス
マ
ス
や
星
、

雪
に
ち
な
ん
.

だ
曲
)
を
し
ま
す
。

マ
入
場
料

一

人

五

百

円

マ

対

象

高

校

生

以

上

マ
受
付
方
法

①
十
一
月
二
十
日
山

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
②
リ

ク

エ
ス
ト
曲
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

の
際
に
一

曲
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

マ

申

込

先

上

田
創
造
館
星
空

コ
ン

サ
ー
ト
係

(
包
⑫
1
1
1
1
)

時間は各会場とも午前 10時から午後3時まで

長
野
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー

再
就
職
の
だ
め
の

職

業

訓

練

不
用
品
登
録
情
報
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-ポリオ生ワクチンを投与(2回目)

2回目を別表のとおり行います。該当する子ど

もさんはお受けください。詳しくは、 9月16日付

け「広報」をご覧ください。

フ一三一。一

羽目別誠一一一一一
一則

巴
屈
す
紅
葉
一
一
一
一
六
歳

…喜一一義一一一一一パリ
ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(秋期)

接種 目
Aコ企エ』 士曇 名 対象地区

2回目

東部地区

上田市保健センタ ー 11 南部地区

(市役所南庁舎 2階) 月 中央地区

28 塩尻地区

)11 辺 回]ー 会館
日 川辺・泉団地区
(火)

塩田母子健康センタ ー 塩 田 地区

好 回T 会館 11 城下地区
/ 

川西社会福祉センタ ー 29l水) 川 西 地区

上 田市保健センター 11 北部地区

(市役所南庁舎 2階) 月 西部地区

上 野が丘公民館
30 

神科・豊殿地区日

神 川 地区公民館 (木) 神 川 地区

清水麻子ちゃん
(千曲町)

小松賢広くん
(朝日ケ丘)

※時間は午後 1時30分から 2時30分まで‘。
※1回目と2回目の間隔は、 6週間以上あけてください。

年|回は受診を

・健康診断・子宮がん検診

-一般健康診査

[>対象 40歳以上の人 b受診場所 市内の全病

(医)院(年開通して実施 しています) [>受診

方法 次の 2つの方法のうち、いずれかを選んで

ください。①一般診査を受け(無料)、医師が必要

と認めた場合に精密診査を受診(費用1，000円)②

一般診査と精密診査を同時に受診(費用1，000円)

園子宮がん検診

b対象 30歳以上の女性(市民) [>受診場所

市内産婦人科医院 b個人負担 予宮頚がんのみ

1，000円、 子宮頚がんと子宮体がんで1，700円。 な

お、次のかたは無料。①70歳以上の人②生活保護、

市民税非課税世帯の人(②の人には無料受診券を

発行しますので、事前に保健予防課へ連絡を)

-12月の乳鈎児健康診査
受付時間 いずれも午後 1 時 ~2 時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)01歳 6か月児は、

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して

お持ちください。 3歳児の健康診査票は、様式

が変わりましたので、健診日に会場で記入して

いただきます。

上田市保健センター

健診 実施日 対 象 ~日U 

4か月児
12月1日 元年 7月16日-7月31日生

12月19日 元年 8月 1日-8月15日生

12月7日 元年 1月16日-1月31日生
10か月児

12月26日 元年 2月 1日-2月15日生

l歳6か月児
12月13日 63年 5月16日-5月31日生

12月20日 63年 6月 1日-6月15日生

川主主丸主 jl白U 
12月15日 61年11月 1日-11月15日生

3 
12月25日 61年11月16日-11月30日生

泌
睡
湾
総
笥
，iι臨
時
桜
田
句
闘
彊
晴
間
断
恒

(市役所南庁舎 2階)

(塩田地区)

元年 7月16日-8月15日生

元年 1月16日-2月15日生

61年10月 1日-11月30日生

塩田母子健康センター。
元年 7月16日-8月15日生

元年 1月16日-2月15日生

63年 5月16日-6月15日生

61年 6月 1日-11月30日生

川西社会福祉センター(川西地区)

ガールス力ウ卜長野県第25団

講演会&バザー

じ〉とき 12月 3日(日)午前10時~午後 2時

bところ 上田創造館文化ホール [>内容

①記念講演「思春期の親子関係J (河合洋

さん)②記念ノ〈ザー (正午~午後 2時)

b問い合わせ 青少年課(内線1732)

【14】広寂うえ;c'1.11. 16 

ト
イ
レ
の
「
く
み
取
り
」

毎
家
毎
鎗
隠

休
業
し
ま
'

年
末
年
始
の
く
み
取
り
業
務

は
、
左
記
の
と
お
り
休
業
と
な

リ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
十
二
月
は
混
み
合
い
、
ご

希
望
の
日
に
く
み
取
リ
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
、
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
ロ
月
mu
日
働

1
1
月
3
日
制

休
業
し
ま
す

・
問
い
合
わ
せ
上
回
地
域
保

健
環
境
施
設
組
合
清
浄
園
宮
⑫

2
3
3
9
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